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献 呈 の 辞
石井常雄教授には,心 身 ともにご壮健で古稀を迎 えられ,誠 にめでた く思います。これ を祝っ
て商学研究所では古稀記念論文集 を献呈 し,教 職員一同お喜び申し上げます。
石井先生は,1927年(昭 和2)年5月27日 東京都池袋に生れ,生 家 は都内を流れる「神 田川」
発着の貨物 を取扱 う運送業者であった という。子供の頃か ら乗物 に関心 をもたれた先生は,そ
の生い立ちか ら現在の先生の研究 を宿命づけるものがあったといえるだろう。
交通 とくに小運送に関心を持ち続 けてこられた先生 は,1946(昭 和21)年 明治大学商学部に
進学 し,麻 生平八郎博士に師事 して 「交通論」 を専攻 しなが ら交通分野で当時陽の当ることが
少なかった トラック輸送産業の研究に励まれ,大 学院 を経 て,1963(昭 和38年)年 教授 となり,
現在学生に敬愛されなが ら 「交通論」「倉庫論」の講義 と 「演習」を担当されている。先生の研
究姿勢は,鉄 道,ト ラック輸送の基本的性格を 「歴史的=論 理的」立場から日本的特質を明ら
かに し,鉄 道史 ・トラック史などの研究を散逸 しつつある文献 ・原史料の蒐集を進めなが ら展
開し,中 小運送業の近代化 も交通に働 く人たちの地位向上 を提言 しておられる。門外漢である
私には研究業績の意義 を推 し量 ることはできないが,本 巻の巻末 に掲げられている業績 目録に
それが示されていると思 う。 また,先 生の功績は,そ の研究を通 じて,通 商産業省 ・建設省 ・
運輸省 などの専門委員 として活躍 された巻末の略年譜にみられるように,日 本交通政策 に深 く
貢献 されていることを忘れることはできません。
石井先生は昨年5月 に古稀 を迎 えられ,本 学の規定にしたがって3月 をもって定年退職され
る事 になった。本当に寂 しい気持 ちが します。同世代に育 った私には,先 輩である先生か ら文
献,原 史料の蒐集 ・研究方法などいろいろなことを教わった。先生 には将来車両 ・その他の運
搬具や諸史料 を展示,公 開で きる 「資料館」の創設 という大志をえがかれているとのこと,そ
の実現 にむけて益々 ご健康 に留意 さ'れて全国をかけ巡 って下 さい。そして,新 しい21世 紀に向
かって前進 してい く明治大学 ・商学部の姿 を末永 く見守って下 さるよう心よりお願いします。
最後に,今 一度先生の古稀へのお祝いと,長 年にわた り大学 ・本学部への教育 ・研究 に尽 く
された先生の功績 に感謝の意を表 して この古稀記念論文集を献呈 し,お別れしたいと思い ます。
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